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を語 る ｀
座 談会

″
が企 画 され るにいた りま した。

今 回 は 1期生 と 2期生 による座 談会の模様 です。

参加者 :井上栄一、大谷 熙、櫻 井栄三、櫻 井英大

郎、龍野和久、抜 井宏寿、矢島醇一、(以上 1期生 )、

鴻 田―章、保 田稜 司 (以上 2期生 )(ア イウエオ順、

翌 |

司会 創立 当時 は私達の生 まれ る前のことで

すか ら、皆 目見 当がつかな くて非常に興味が

あ ります。 まず、学校の様子 をお聞 きしたい

のですが。

櫻井 (英)ま あ私達が 1期生で入ったわけで

すが、その前に獣医畜産専門学校があ りま し

てね。で、普通な らその獣医畜産専門学校が

大学 になるところが農業高校 になった。募集

人員は100人 か200人 位、それに満 たなかった

ので 2年 l」 か ら編入 された方 も 3割位 はいた

ん じゃないか と思 います。

保 田  そ もそ も農学 部 を作 る構

想 が あ ったわ けです が、 その農

学 部 が駄 [1に な り農業 高校 とな

ったん です よね。

龍 野  終戦 後 で教 育 その ものが

新 しい6334制度 が実施 され新制大学 が
‐
Cき る

流 れの なかで したか ら、 大学 受験 して落 ちた

者 や軍 隊 か ら帰 って きた者 、 旧制 中学 を終 え

て入 って くる人な どいろ いろな年 令 の 人達 が

いたか ら、ませ た高校 生が 一杯 いた といえるね。

抜 井  もっ と も農業 学校 とい って も殆 どの 人

一つの特徴 は授業

じめてたね、農業

しか

●

我が農高…

家庭的雰囲気、強い団結心 /

はやは ヤ)上に大学があるか ら、

なん とか大学 に入れ るん じゃな

いか と、そ ういう希望、 目的は

持 って入った と思 うんです よ。

ところが入ってみ ると推薦はな ●

い、一般の人 と受験 を したんです よ、

頃は。

4\4 0)

井上  あの ころは宮崎校 長 が法 学部 の教授 で

してね、法 学 部へ の進 学 者 ばか り多か った。

だか ら僕 が面接 を受 けた とき、「 どこの学 部 だ

ね。」って聞 くの。「いや私 は もうこの際音楽へ

進 む決 意 を しま した。」って言 う と、ほ っ と し

た ような顔 を され て、「君 ほん とかね、ほん と

かね、大 丈 夫かね。」 って (笑 )、 半 ば喜 んだ

ような顔 を して ま したね。

櫻 井 (英)そ れ とね、 もう

と実習 が半 々の ウ ェイ トを

実習。 その実習 ってのが厳

った。

櫻井(栄)実 習はほ ら代返が き

かなかった し。

抜井 そ もそ も松永安左 ェrlさ

んが農地 を慶應に寄付 されたわけだが、あの

頃は農地法 という法律があって、耕作 して一

定の量 を作 らない と没収 されて しまう。 で、

それを全部我々がやってきたということですね。

鴻田  1期 は殆 ど開墾だ ったね。 あれはきつ

かった。

櫻 井 (英)麦 踏 み もつ らいが、 開 墾 っての は

せ いぜ い一 人一坪 もで きな いで しょう。深 さ
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もある し、三段堀 りだ。 手抜 き

はで きない しね。

ま くごまかせ ばごまかせ るわけ。で も向こう

は ll:直 で しょう。生えて きちゃうんだ よね、

一週間 とか一 ヶ月す ると。(笑 )そ うす るとあ

いつ ら怠 けたってばれちゃう。で も、隠 し事

はで きないってい うのは教訓 として残 りま し

たけどオ■。

櫻井(栄 )と にか く班 ご とに割 当てがあった

か ら、 ここはどのIIl[が や ったか とい うのが、

す ぐわかって しまうんだなあ。

忘れられぬ堆肥の感触/
矢 島  それ と もう一 つ 今 で も印 象 に残 ってい

るの は、 あの堆 肥 ね。 か ごの 中 に入れ て、 か

つ いでね。それ を今度 は手づ かみ でや るの ね。

その堆 肥が何 でで きて るか って い う と、 あの

牛 糞 なんだ よ。 (笑 )

大谷  馬 糞 な らまだ しも、 ちゃん と した肥桶

でね。 ま と もな作業 衣 もJl‐ て いないか ら力覇く

て痛 くて。 で、や っぱ り手 でつ かむ で しょ。

そ うす る と、 発酵 して い るか らヌル ヌル っ と

して熱 いんだ よ。 それ を もって

パ タパ タつてや るわ け。

櫻 井 (栄)あ の感 触 は今 で も忘

れ ない よ。 (一同笑 )だか らね、

うちの お袋が 父 兄会 でね、 まさ

か 田村 先 生 が 隣 に い るの 矢口らな か った ん だ

が、 父 兄 と思 った ら し く、 うちの お袋が もう

本 当に、 その実習 のつ らさをせ つせ つ と,1っ

たんだ って。 そ した らね、 今度 は 先生 の挨拶

で、私 が実習 の 口:村です って言 われ て、 うち

の お袋が顔 か ら火が 出 た って。 (一同笑 )

保 田 稲 刈 りも生 まれ て初 め ての こ とで、初

め は束 で稲 を持 って まっす ぐ鎌 をり|く わ け。

す る と絶 対 切れ ない。 ところが 卜:|し て切 る と

よ く切 れ るんだね。 それ を党 えた時 は とて も

嬉 しか った な あ。

大谷 農業実習の ときも学イ|三 帽はみんなかぶ

っていたね。

鴻田  とにか く慶應に入れた とい うことで「1

信がで きた というか、油 こって りした帽子に

して も学 41中冒は欠か さなか った。今の高校ノ
Iニ

ときた ら、帽子はかぶんない、学イ|:服 は着な

いんだか ら。

櫻井(英)そ れにみんな割 と家庭的で、一 人

一 人イ同性的なのに、イ]rか 事 を しようとい う時

は良い事・悪い事別に して、 よ くまとまって

いた とお もいますね。

牧 場 の 馬 で グ ラ ウ ン ド整 備

龍 野  学校 の施設 だ って決 して

い い もの で

`ま

なか ったか ′)、 そ

うい う中で ‐つの 基13を 作 ,́た

とい うの

`ま

i今″しる と′U、 うノ■。

櫻井(栄)f業は野球が好 きだ ったが、志本 に

野球部がないので、当初 日rFの 野球部 に入れ

て もらって久我山の練習 に通 っていたんです

が、遠 くて遠 くて……。又、 日吉の j菫 中は、

あの頃は生意気だ ったか らね。それでこちら

で「 じゃ、つ くろう。」とい う事 になったので

すが、 グラウン ドもない し、それ こそ農業実

習終わってその ままの姿で練習 を したのだか

ら大変で したね。

櫻井 (英)運 動場みたいなのが少 しあっ たん

ですけど、雑 :草 がすご く石 ころだ らけで……

練習は出来ない訳で牧場か ら馬 を引っぱって

きて、後 に農耕具 をつけて草刈 りか ら始めた

もんです よ。それでち ょっとライ トフライと

か 11が ると校合にぶつか って しまう。(笑 )そ

んな狭い所で練習 して後半は、あっちこっち

グラウン ドをイ昔りて歩いたね。

櫻井 (栄)そ うそ う志木小学校 とか、朝霞の

本田技研の グラウン ドとか。そんな風だ った

か ら三年の時、初めて一レ1戦突破 した時 は、

うれ しかったネ。

保 田 僕は、バ レー部 を作 ったんですけど、

コー トが HI村先生のお宅の裏、 まった くのヤ

ブ地で、それ こそ「開墾」 して何 ヶ月か掛 け

②
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てつ くりま した よ。そ う言えばその 当時、大

学 に今の 日本バ レー協会の松平君がいた頃で

す よ。「バ ックセ ンターの松平」と言 えば大変

な もんだ ったなあ。

櫻井(英)だ か ら今の志木高は、

ゃん とした施設が整 ってい らっ し

は、何 もない訳だか らそれぞれ

御苦労 なさ り…。

保 田 みんな手作 りだった もん

オ■。

大谷 僕 は、柔道 をや って ま し

各体育のち

ゃる。 )11時

て、天現寺の豊沢の道場 に通 ってま した。そ

れには事情があ りまして、農高は大学へ行け

ない と言 うので、塾の中で少 しで も顔 を売 っ

て塾の方へ引っぱって もらえないだろ うか と

い う、そんな さもしい気持 ちで豊沢の道場 に

通 った事がある。その 当時、格闘技 とい うも

のは、学校 の中で禁止令 といって正式な部 と

して認め られなかった。

保 田 駐留軍か らね、 当時そ うい う事が・・・。

強 か った 相 撲 部

櫻井(栄)だ か ら龍野君 なんかは、一 人でね、

なに しろや って ました よ、たった一 人で。

龍野 僕 は、元々サ ッカーをや っていま した

が、 当時エ ジンバ ラ大学 を卒業 されて、農高

で指導 されていた田オ寸先生がお られて、英国

のラグビーの話 を聞か された事が、僕 をラグ

ビー に駆 り立てた大 きな もので あ った訳 で

す。それで獣医畜産系の先輩のスギモ トさん

とい う大学の ラグビー部の柱 になっていた人

を頼 って 日吉で練習 を した訳です。志本 にい

る間には、 クラブ設立 まで人数の関係で出来

なかった。

櫻井(栄)そ う、ポールけって遊んでた。(笑 )

櫻井(英)俺 なんかずいぶん付 き合わ された

もの。 (笑 )

矢島 で も、当時、運動 をや るなんて事 は、

本 当にゼ イタクな事だ った。だか ら人数 も集

まらなかった。

保 田 そ うそ う、当時僕等バ レー部で、 とも

か く後輩 を作 らなければ という

事で、マネー ジャーをや ってい

た私 とキャプ テンの宇田川君で

近辺の中学校 をかたっぱ しか ら

歩いて「志木の慶應の農業高校

でバ レー大会 を行いますので是非参加 して下

さい。」って。あの時、六校集 まった。それで

トーナメン トみたいな もの をや って、乏 しい

予算の中か ら トロフ ィーを買って、優勝 した

チーム に寄贈 した りした思 い出が あ ります

ね。もっ とも、「マネージャー」とい う言葉 自

体 も、わか らなかった もんな。 (笑 )

櫻井(栄)そ う言 えば、部の予算なんか、 ど

うなっていたのかな ?

櫻井(英)野 球部 は予算 あったな。それでポ

ール とか、 バ 、ットぐらいは何 とかね。 だけど

グロープ は 自分で買わな くてはな らなか っ

た。

保田 それか らね、 もう一つ、相撲部の こと

なんだけど、2期で柳沢君てのがいましてね。

櫻井 (栄)あ ―、柳沢君′2

鴻田 全国大会 (青森)へ出たのは、志木高

校始 まってこのかた最初で最後で しょう。今

日 も呼 んだんです け ど忙 しくて来れ なか っ

た。

保 田  とにか く柳沢君 は強かっ

た。彼のお じさんが大相撲 の相

撲取だったことも関係 している

のか、 と0こ か 〈強かった。

―同 本 当にそ うだ ったね。

櫻 井 (栄)そ の頃 を総 じる と、「勉強 と実 習 と

運動」 と言 うんで、三 田評論 に書 いた けれ ど

いわゆ る「両立」で はな 〈て、「三立 」だ って

言 ったんだ。若 か った よ。

― 同  そ うだ った なあ。 (感慨 深 げ に )

一 談笑 して い る うち に思 い出 もどん どん湧 き

出 て、 話 はつ きるこ とな く続 くの で あ ります

0
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(収穫祭 )

昨年の 11月 4、 5日 に収穫祭が賑やかに行

われ ま したが、青春 を謳歌 したあの思 い出を

もう一度 .′ とい うことで、初めてOBも 参 LIIす

る許可 を学校側か らいただ きました。

仲間 を連れて、家族 を連れて、広 々とした

キャンパ スの中での過 ごす時間は、 リフレッ

シュで もあ り本 当に楽 しい一時で した。

尚、二 日間通 しての福引大会 は会場 に歓喜

や ら悲鳴や らが こだ ます る悲喜 こ もご もの う

ちに無事 に終 了 し、 また志木会が協賛 しま し

た上田昭夫氏の講演会 も、大勢の方が集 まっ

て熱′じヽに聞いてお りました。

)

*宮崎澄夫先生 (第2代校長)平成2年 3月 29日

*手塚 豊先生 (講師)平成 2年 4月 14日

*杉田幸男君 (1期)平成 2年 1月 10日

*川 口 晃君 (1期)平成 2年 2月 19日

〔お願い〕

冠婚葬祭、入賞、独立開業、 当選な どの連

絡 コーナーを設けますので、どしどし各期の幹

事 までご連絡下 さい。

福引景品を提供 して項 いた方は 下記の通 り

です。 どうも有難 うございました。

福 引 景品提 供 桁 リス ト

1期  櫻 井 英太 ib、 人谷  熙  四 季 会

2期  佐 藤

"、

■、 鴻 111-章 、宮 本  "|
3期  岩崎 勝 利

5期  宮 田  勝 、 森 田忠 次郎

6期  山 llI耕 二 、 真野 信 裕 、 池畑 明 倫 、 富 Ill和 大、 秋 元 俊

llR本 和 り]、 大 中 月∫典 、梅 沢  勉

7期  多田  毅 、 菅 原  武 、 L野 文 ,(チ

8期  山 ‖1順 彦 、 村 trr高 弘

9期  藤 中 泰 三、 fi老 輝 彦 、 戸塚  隆

10丼l  馬場 紘 J二

H期  馬 渕 祥 宏 、桜 ,「 馨 、谷  雄 史、古川 人 久磨 、野 村

山本 久 方、 磯 村 占孝 、 占 I」 勝 幸、 川瀬 忠 夫

12期  岡本  哲 、占メ!川 雅 貴、 人道 賢 1、 桜 りlilf r‖ 1、 内レ1岸

山本  望 、寛  元 則 、 亀 山修 明

13期  森  孝、 千 葉宗 雄

15期  三 野 明 洋 、 吉 原 良一 、 本橋 重 人

17期  西村 子  、 須 永 泰 ,1、 後 藤康 雄 、 小 林 隆 行

19期  高橋 道 雄 、・ilヶ 谷 占紀 、 中西 廣策

∞
宮 ド校 長 先ノ

li

本橋 ギ ャラ リー

ま した。

が日午11の 12月 14H～ 2211に 日

・ フ ィガ ロで個 展 を開催致 し

( 論卜  事田
水彩  白根北岳 (南 アル フ ス)の 雲 海 267× 383

特別 l11品 :山 田季孝 志木高等
rF校

教諭
′|:徒 たち :朝 倉昇誠 井′i宗 征 細井 勉

佐藤 進 中村克之 松田 浩

0

圃 時
己〓

一一ロ
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日本石油株式会社 東京地方支店
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婦人服専門店

〒110台東区上野4-43
TEL.833-2011

桜 井 聖 岡J(12期 )

0

‖
`市

1与 開′こ'if業 の企メ1並 びに設 ::ト

不動所1の 売買並びに仲介

[亜]諏

"ド

コ 珊 師
一級建築士事獅

東京都中央区銀座7313ニ ューギンサビル

〒104 TEL(03)574 19814t FAX 574 1385

会議室 TEL 574 0948。 0968

情 ぢ」|(lF役 骨 原  武 (第 7‖ |′卜)

レストランバー

SEFEAIV 株式会社新橋岡本

岡本 哲 (12期 )

東京都港区新橋11811
(一松ビルBl)

●580-7688

l外

曰比谷酌 _¬ 場

|

|
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*2・ 3期合同親睦会開催 についてお知 らせ

2、 3期幹事 と今年 10月 の金曜 日 6時30分

(H及び会場未定)に 開催すべ く打合せてい

ますので、決定次第お知 らせ いた します。

大勢 の方 に是非 ご参加 をお願 いいた しま

す。併せて会のニ ックネーム も募 るのでご

協力の程 を……

くお問い合せ先〉 2期 鴻田、保田、浅川、佐

藤、中村  3期  岩崎、菅野

(亜憂)燎 l糖言|ま‖曇】言曇貧劣i
に楽 しく行われ ました。

今年度の幹事は川瀬忠夫、磯村吉孝、桜井

馨、吉田勝幸の 4君 に担 当願 ってお ります。

今年度の活動 スケジュールは下記の とお り予

定 しています。

01月 25日 (本)新 年会 交詢社 に於て

宮下14三現校長 を始め私 たちが教わった

先生方 7名 が来 in~と して出席 され、昔 なつ

か しい :舌 |こ 花が口美きり縫じい一夜て` しフヒ。

日1席者31名

03月 17日 (111)第 38同 ゴル フ大会

05月 23日 (水 )第 HI口1セ ミナー

にほんば し  工・ ド

「資産運用について」講師 柳下和夫氏

07月 2811(Jl) 隅日1り :1花 火大会 見物

08り ]

(家族同伴歓迎 )

第391口 |ゴルフ大会 場所、

日時 は追 って連絡 します。

olo,1 ド41J～ 11月 _「_/H」 のJL曜 日

早慶戦野球観戦 及び懇親会 (家族同伴歓迎 )

⊂)11ナ ]2311(本 )ι )´-25:1(Fl)

沖縄 ツアー及び第40同 ゴルフ大会

■
1日 は連体のため、割引航空券が人手 し

に くいので現 41同 時変更 を検討中

(,馬 ,Xll言 己)

〇 軍F需∫『
ノ
れ急丁ι贔乱を県轟

に集 まった。 全員 に案内 したのだが、一 ヵ月

|」iの急なj土絡だったの と、
｀
Iら 日で もあったの

で首都圏か らの出席者が多かった。 もっと工

大 して、 次 Fnlは地 方か らも参加で きるように

したい。 ご多1亡 な先生方 も八名参加 して 下さ

り、思 い「11話 で盛会 に して ドさった。「11に 数

|"I」 との思 いか ら「四季会」 と名イヽ1^け 、 クラ

ス幹 事をII選 した。

世話 人 野本|・ 山本記

一 同期 会 風景 一

“
名ザTい ι

⑩



慶應志木会会報

(パ レーボール部OB会 )

『平成元年 5月 13日 (上 )の 午後、銀座BRB
クラブハウスはた くましい青年 (?)達 の集団

により熱気があお、れていた。』苺畑の跡 にバ レ

ーボール コー トがで きてか ら (現在 は もちろ

んあ りませんが)30年 にな ります。以来歴代

の部長・監督のご指導の もと、それぞれの優

れた戦績 を残 してお り、又現役諸君 も益 々意

気盛 んにrl球を追 っているのが我がバ レーボ

ール部です。OB会活動 としてはどち らか と云

うと各年代 ご との活動が活発で したが、先般

の志木会発足 を機 にイ∫志力う言をかけあい久々

の総会開催 となったわけです。野 口先生、萩

原先生、伊藤 先生、佐 々本監督 そ して農業高

校時代の保田先輩 をお迎 え して人山会長 (H
期 )の下総勢53名 の大盛会 とな りま した。 各

員つ きぬ 自慢 話のあ と、バ レーボール部で生

活 したことの幸せ をかみ じめなが ら再会 を約

して散会 しま した。 その後 7月 29 Li、 30日 の

東京六大学付属高校 リーグ戦 (於 [l吉 )、 8月

の夏合宿 (於志木 )、 そ して11月 5日 の収穫祭

における、立教高校招待試合等 々常に現役諸

君への応援 とい う形 を と りなが らOBが集 っ

てお ります。会員 もすでに150名 を数え、今年

も間 もな く新会員 を迎 えようとしています。

これか らも、一 [|で も多 く、一 人で も多 く会

えるような、そ してそこか ら何かが どん どん

生 まれて くるような会 を目指 しつつ、年 は と

って もいつ まで も若 き血 をた ぎらせ てい きた

い と思 っています。

(ス キー部 OB会 )

私が、志木高スキー部 に人部 したのは、昭

不:144年 、 もう20年以 J二 も高lr)こ とです。 当日寺

私 は、 グル ノーブル冬季 オ リンピックで三冠

王 となったフランスの名選手、 キ リーにあこ

がれての人部であった ように記憶 してお りま

す。 しか しなが ら腕前、 いや足前の方は、一

向にキ リーの足元 どころか、部長の後藤先生

に も及ばず、いつ も雪だ るまになっていま し

た。 リフ ト小屋のお じさんには、『こんな上天

気なのに、上の方は吹雪かい ?』 といつ もひ

やか されていた ものです。

以前、志木高スキー部 OB会 に も出席 させ

ていただ きま したが、スキー部の皆 さん、後

藤先生 を囲んで今度はぜひ、雪の上での OB会
とい きたい ものです。

シー・ハ イル .′

(,|「 リトノi言己) (:|:ノ |1雅雄 記 )

｀
年齢を越えてコミュニケーションのできる場所

″`
より充実したゆとりを発見できる場所

″`
より新しtW情 報の得られる場所

″

こんなスペースを銀座にと思い《銀座ディスティラツー》力'誕 4:し ました。
ウイスキーは、英国より熟成樽のままはこばれて来た

｀
Tap10ws″ をご用意いたしました。

銀座 ディスティラリー

中央区銀座 7丁 目2 コリドー街 TEL.5734696
西村 孝一 (17期 )

0
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MESSACE
お 願 い

●維持運営会費について

今後の志木会の健全な運営には皆様のご協力が

不可欠です。皆様にご理解いただける金額の設定

及び振込回数の削減や事務の簡素化を1真 重に検討

しました結果、次の通 りとさせていただ きたいと

存 じます。納入に関するお願いは別途ご案内致 し

ますが、本主旨をご理解の上、その節はご協力を

お願い中 し_Lげ ます。

尚、ご協 力をいただいた方にはネームプ レー ト

を贈呈する計画 となってお りますことを中 し添 え

ます。

言己

金   額  10,000円   (2,000円 × 5年分 )

徴収方法  5年 分一括徴収

※ただ し、今回は初年度分の2,000円 を既に徴収 さ

せていただいてお りますので、平成 4年度 まで

の8,000円 をご送金いただ きた く別途ご案内致

しますので、請求書到着の際はすみやかなるご

協力をお願い致 します。

●「幹事連絡会」の設置について

今後の志木会の運営につ き世話人会にて検討を

重ねてお りましたが、各期組織の活性化を図るため

「幹事連絡会」を設置することとし、議長に藤中 (9

期 )、 事務局長に西村 (17期 )が選任 されました。

この「幹事連絡会」の役割は、

・志木会の方針、企画等の会員への伝達

。各地区における志本会支部の結成準備

・ 各期の名簿の見直 し

志本高草創期の興味あ』、れるお話をお届けで き

ました。順次、各期の思い出を掲載する予定で、

着々と準備 を進めています。

さて、志本高のルーツをたどっていきます と、

校地 を慶應義塾に寄付 して下さった松永安左 ェ「1

氏に至 ります。 この方の存在がなければ、私達が

志本に学 31こ とはなかった訳です。最近、 rヨ 崎秀

雄氏の書かれた『耳庵 松永安左 ェ門』 Lド (新

潮社)は、この先輩の偉大 と福沢精神のかかわ り

・維持会費の徴収や広報活動

等が主なところですが、各期幹事間の連携 を図 る

ため 5期単位で 1つのグループ を結成 し、それぞ

れ正幹事 。副幹事を決め、その任期は 1年 交代 と

し、各期幹事が順番に受け持つこととします。

従 って今後はこの正・副両幹事が責任をもって

5期分 を掌握することとな ります。

中↑■連 絡 会 (糸 |[結 &IXl)

議長 藤中泰三 (9
事務局長 西村孝一 |

1期 ～ 5期 6期 -10期 以 ド同様 …・

(5期 単位 )

初 年 度 (平 成 2年 4月 ～ 3113月 末 )

正 幹 事  1期  6期  11期 …・

副 幹 事  2期  7期  12期 …・

2年度 は、 2期が 正幹 事 とな り、 品J幹事

は 3期 に。 翌年 度 以 降 は同様 に交代 。

●櫻井会長 よリー言

思い出深い志本での高校生活 を終え大学生にな

られた皆様 には、抱負 と希望 に満ち溢れた楽 しい

毎 日をお暮 しのこととお慶び中 し上げます。

一昨年志木高が創 t40周 年を迎えるにあた り、

OB会剰l織であ ります「慶應志本会」が結成 され現

在会員数は 8千余名にのぼってお ります。

これからは新たな仲間 として皆様 とも団結 し、

会の日的であ ります会員相互の発展向上 と親睦 を

図 り、更には母校の発展に寄与 して行 きたいと念

してお りますのでご協力の程お願い致 します。

最後に、皆様のこオtか らの輝か しい甫1途 をネ兄し、

今後のご健勝 を′しヽからお祈 り申 し上げます。

●40期幹事

正幹事 税所篤史

「これか らも同期の和を大tJJに する所存です」

副幹事 片上晴生

「微力なが ら会の為に頑張 りたいと思います」

⑫

歓 迎
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